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顎関節の雑音 



顎関節の雑音は、下顎運動に伴って顎関節部に
生ずる異常音です。顎関節雑音は、右のレントゲン
写真とイラストが示す変形性顎関節症の症状の一
つで、関節円板の変形により引き起こされます。
顎関節雑音の解消に積極的に取り組む歯科医師
は少ないことから、ほとんどの患者さんは顎関節雑
音に対する治療をあきらめております。しかし、顎
関節雑音に悩む患者さんは多く、歯科医師は顎関
節雑音を解消する治療方法を習得する必要があり
ます。

１．顎関節の雑音とは
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顎関節の雑音 



顎関節雑音には、クリック音とクレピタス音があります。
クリック音は、ポキッという澄んだ音が特徴で、ほとんどの場合
痛みが伴いません。クリック音は痛みが伴わないことから、ほと
んどの患者さんはクリック音の治療をしておりません。しかし、ク
リック音に悩む患者さんは少ないわけではなく、その治療は必要
とされております。
クレピタス音は、下顎運動に際して生じるジャリがこすれ合うよ
うな音です。疼痛などの症状を伴うことが多く、機能的不正咬合
を解消する原因療法が欠かせません。

２．顎関節雑音の種類
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顎関節の雑音 



関節円板の変形は、関節円板が下顎頭から繰り返し異常な
圧を受けることにより生じます。
右上のイラストは、健康な顎関節の状態を示しております。
関節円板は後方肥厚部と中央狭窄部と前方肥厚部から構成
されております。正常な顎関節において、下顎頭から関節円
板に加わる圧力は後方肥厚部が受け止めます。しかし、機能
的不正咬合が生じると下顎頭の圧が中央狭窄部に繰り返し
強く加わることがあります。その場合、右下のイラストが示す
ように、関節円板の中央狭窄部は損傷を受けて変形すること
になります。開閉口および咀嚼に際して、下顎頭がこのくぼみ
に落ち込むときにクリック音が生じます。

３．クリック音が生じる要因
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顎関節の雑音 



クレピタス音は、機能的不正咬合に起因するブラキシズムによ
り、下顎頭が関節円板を繰り返し強く摩擦して関節円板が穿孔した
後に生じます。右上のイラストは健康な顎関節の状態を示しており
ます。右下のイラストは、下顎頭が関節円板を繰り返し強く摩擦し
て円板狭窄部が穿孔した状態を示しております。関節円板が穿孔
した状態を放置すると下顎頭と下顎窩の骨が直接接触して擦れ合
うことになります。骨と骨が直接擦れ合うことにより、ジャリがこすれ
るような音が生じます。
穿孔した関節円板が元通りの健康な関節円板に回復することは
望めません。しかし、クレピタス音が解消して日常生活に支障がな
い顎関節の状態にすることは可能です。

４．クレピタス音が生じる要因
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顎関節の雑音 



右上のイラストが示すように、正常な咬合すなわち咬頭嵌合
位と中心位が一致している状態で閉口筋が収縮したとき、下顎
頭が青い矢印の方向に関節円板を圧迫します。健康な顎関節
において、この圧迫は関節円板の後方肥厚部が受け止め、関
節円板が障害を受けることはありません。しかし、右下のイラ
ストが示すように、咬頭嵌合位において下顎頭が中心位から
ずれている状態で閉口筋が収縮すると、下顎頭は下顎窩の斜
面上に位置しているため、下顎頭が赤い矢印の方向に関節円
板を繰り返し強く圧迫します。その結果、関節円板の中央狭窄
部が障害を受け、関節円板は変形します。

５．関節円板変形の原因
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顎関節雑音の治療は、咬合分析に基づいて機能的不正咬合を
明らかにし、咬合干渉を除去する咬合治療が中心となります。咬
合干渉を除去した後、顎関節内部の器質的変性・変形の回復時
間が必要とされます。治療開始当初、患者さんの咬合干渉を除
去すると一時的に顎関節の症状は改善します。しかし、１週間ほ
ど経過すると中心位が変化し以前よりも軽症に中心位の干渉と
症状が再発します。その結果、軽度に再発した咬合干渉を再度
除去することになります。この治療開始後の軽度の再発期間は、
一週間程度から次第に長くなり、最終的には数ヶ月になります。
この咬合干渉除去の繰り返しにより、顎関節の障害は徐々に回
復して完治に向かいます。

６．顎関節雑音の治療
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関節円板は、線維性結合組織により構成されているため、変形
した関節円板の回復には長期間を要します。
顎関節雑音の治療期間は、数ヶ月から１〜２年間に及ぶことが
あります。その間の治療内容は、中心位の変化に伴う咬合干渉
除去の繰り返しです。すなわち、中心位の咬合干渉を繰り返し除
去することにより、関節円板は下顎頭から受ける不適切な刺激を
受けることが少なくなります。その結果、関節円板は少しずつ回
復に向かい本来の形態を取り戻すことになります。関節円板が本
来の形態に近づくことにより、下顎頭は本来の中心位の位置に
近づき、顎関節の雑音は完治します。

７．顎関節雑音の治癒経過
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顎関節雑音を主訴として来院する患者さんはそう多くはありませ
ん。しかし、顎関節雑音を伴う病気は顎関節の器質的変性・変形が
生じる病気ですので、治療することなく放置すると病気は進行し続
けます。したがって、顎関節雑音の治療は、関節円板の障害が少
ないうちにできるだけ早い段階で治療を開始する必要があります。
変形性顎関節症に対して早期に治療を開始するためには、歯科
医療機関に来院したすべての患者さんに対して、主訴の他に顎関
節雑音の有無を確認するための問診が必要とされます。その結
果、関節円板の穿孔のような顎関節の不可逆的変性・変形を防止
することができます。

８．顎関節雑音の問診と診察
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次回のテーマは、歯科開業医の談話室38番目「オクルーザルスプリント」です。

今回のテーマを気に入っていただければ をクリックしてください。
質問あるいは疑問がある方は、下の公開コメント欄にお書き下さい。
よろしければチャンネル登録をお願いいたします。
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